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第二章 「明清俗曲」の日本伝来時期と伝播ルートの再考 
 今日の日本の研究資料によると、明楽は 17 世に伝来し 18 世紀に流行・衰退し、清楽は 19 世紀に
伝来したということになる。しかし、このような考え方は明清楽を関連のない二つのパーツとして捉
え、明清俗曲の継続性を見逃していると考える。清朝の建国から 1804 年まで、約 140 年という長い
時間の間、俗曲は本当に日本に伝わっていなかったのだろうか。筆者は、日本への俗曲の伝来と広が







































          
図 1 『唐音和解』「笛記」     図 2 『唐音和解』「南京横笛之図」 
 








 『唐音和解』の刊行から 13 年後、『雅遊漫録』(大枝流芳著、1763)が浪華で刊行された。なお、
同書の序、「雅漫録序」は大江都庭鐘（別名都賀庭鐘）が宝暦乙亥初冬（1755）に書いたものであ
る。大江都庭鐘は江戸中期の読本作者・儒医であり、中国の白話小説を翻案した初期読本の先駆と称
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図 3 『雅遊漫録』「笛記」 
 
図 4『雅遊漫録』「南京横笛之図」 
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二つの流派以外、もう一つの流派――東皐心越禅師を代表とした琴楽に言及する必要がある。心越禅




























増加した。閩浙総督覚羅満の雍正帝への奏折によると、1724 年(雍正 2 年)、福建には商船が 1737 隻、
漁船が 2690 隻あった。浙江省の商漁船数は 1033 隻、1493 隻だった。福建省の商漁船の数は造船業
 
3 郑锦扬（2003）『日本“清乐”研究』海峡文艺出版社 p.22 
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が発展した浙江省をはるかに上回っていた。 
以下の長崎渡航唐船出港地別船数表を見ると、寛文元年(1661 年)から閩台地区から出航の唐船は一




表 2 長崎渡航唐船出港地別船数表（1661～1703） 
年代・出航地 出港船数 
日本 西歴 江蘇・浙江 福建・台湾・広東 
寛文元年 1661 1 27 
2 1662 1 18 
3 1663 3 16 
4 1664 2 27 
5 1665 2 12 
6 1666  16 
7 1667  13 
8 1668  18 
9 1669 3 11 
10 1670 5 13 
11 1671 5 21 
12 1672 1 18 
延宝元年 1673  4 
2 1674 1 12 
3 1675 1 17 
4 1676 2 13 
5 1677 4 13 
6 1678 3 14 
7 1679 4 17 
8 1680 2 10 
天和元年 1681  5 
2 1682 1 13 
3 1683 1 14 
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貞享元年 1684 1 6 
2 1685 26 46 
3 1686 50 37 
4 1687 55 59 
元禄元年 1688 58 115 
2 1689 33 34 
3 1690 32 43 
4 1691 48 30 
5 1692 31 33 
6 1693 29 36 
7 1694 26 29 
8 1695 25 23 
9 1696 20 23 
10 1697 35 43 
11 1698 43 13 
12 1699 49 15 
13 1700 40 11 
14 1701 50 11 
15 1702 25 12 
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原康子の研究によると、長崎清楽譜は 84 種類が現存しており、計 349 曲の明清俗曲のうち、「九連
環」、「茉莉花」、「算命曲」の三曲の出現の頻度が最も高い。この 3 曲のうち、「九連環」と「算
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「九連環」 
 情   過   河。   在     岸 的 妹  住   船。 
唐音 ジン  コウ  ホウ。  ヅアイ  ガン テ ムイ ジユイ チヱン。 
閩南語 [zing2]     [hou2]   [zai4]  [ngn6] 
南京音 [cin2]      [ho2]    [za4]   [ang4] 
 妹  呀 妹  住   船。 雖   然     与     他  隔 不 遠。 
唐音 ムイ ヤ ムイ ジユイ チヱン。スイ ジヱン イユイ タア ケ ポ ヱン。 
閩南語 [mui6]           [sui1]                  
南京音 [mei4]           [suei1]                   
 
「算命曲」 
 三   個    銅     銭。     我   呀 我    不  要  呀 
唐音 サン コ   ドン   ジェン。 ゴウ  ヤ ゴウ ポ ヤウ ヤ  
閩南語        [dong2]  [zian2]  [ngo3] 
南京音       [tong2]  [ciän2]  [o3] 
 不  会   奉    承   我  的  姑    娘。［ 別    請    高   名] 
唐音 ポ ホイ ホン  ジン ゴウ デ クウ ニヤン。ピエ ツイン カウ ミン 
閩南語 [hong4] [sing2] 














創価大学大学院紀要・第 42 集・2021 年 3 月 



































































4 喜田川守貞（2002）『近世風俗志――守貞謾稿』岩波書店 p.22 
5 高野辰之(1978 年)『日本歌謡史』五月書房 p.22 
6 矢野誠一（2015）『落語を歩く 鑑賞三十一話』河出書房新社 p.22 
創価大学大学院紀要・第 42 集・2021 年 3 月 

















江戸時代は 3 世紀(17～19 世紀)にわたったため現在の学界で最も多い一般的な区分方法では、18 世
紀中期を境に前期と後期に分ける。前期は「元禄文化」であり、その時「上方文化」は頂点に達した。
後期は「化政文化」で、すなわち「江戸文化」が最も栄えた時期である。そして、最も文化が光を放
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一方、田林葉の文化の移動の容易さの要因に関する理論によって、文化の中には、移動しやすい部
分とそうではない部分が存在していることが分かる。 
 魏之琰が日本に伝えた明楽は、百年近く歳月を経て、即ち 18 世紀後半にようやく流行した。ところ
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